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 意差があり,対照群では5×10M及び1×1DMの7エニールァラニン添加に工って
 全く酸素消費抑制が見られないのにフエニールケトン尿症群ては夫力17%,19%の抑制が認
 められた。これをK一効果率で見るとフエ二一ルアラニン以外の4物質添加時には,実験群崎巌照
 群に比して低い値を示すのに,フエニールアラニンのみは逆に実験群の場合の方が高い値を示し
 た。即ちフエニールァラニンを添加する.とモル7イン,アルゴール等の中枢抑制剤の添加時に出
 現する耐性の現象と類似の反応を呈する。更に・invitrOに添加するフエニールアラニンの
 終濃度はヒトのフエニールケト7尿症での血中に増加するフエニールアラニ7の縷度とほy等し
 いことや,各濃度のフエニr'レァラニノ添加によるinvitrOの呼吸抑制の形及びフエニール
 ゑ
 ピルビン酸は低濃度では呼吸抑制は著明てなく1x10Mにして5D%の呼吸抑制が起るこ
 とから生理的には余り意味がないと考えられること等から,フエニールァラニン自体がヒトのフ
 土二一ルケトン尿症のinviVOての呼吸抑制を起す可能性か考えられると推論した。
 よって本葺1註文は字位を授与づ一るものと認める。
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